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ジウム Psycho-Metabolism —その基礎と臨床—（精神心理代謝連関）．第 42 回日本肥満学会・
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4) 小川眞太朗，服部功太郎，秀瀬真輔，篠山大明，太田深秀，宮川友子，辰巳めぐみ，松村 亮，
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5) 小川眞太朗，服部功太郎，松村 亮，宮川友子，辰巳めぐみ，藤澤あゆみ，吉田寿美子，山崎
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者・家族の被援助志向性の多角的検討．第 24 回日本摂食障害学会学術集会，大阪（オンラ

イン），2021.10.30-31. 
11) 小原千郷，西園マーハ文，関口 敦，菅原彩子，鈴木眞理：摂食障害患者を抱える家族のピア

サポートのニーズに関する調査．第 24 回日本摂食障害学会学術集会，大阪（オンライン），
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対策推進レアール兼第 2 回研究代表者会議 中間報告，東京，オンライン，2021.11.30. 
2) 関口 敦：摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科学的エビデンスの創出．2021 

年度 戦略的国際脳科学研究推進プログラム 〔国際脳〕 分科会，オンライン，2021.6.12. 
3) 関口 敦：摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科学的エビデンスの創出．2021

年度 戦略的国際脳科学研究推進プログラム 〔国際脳〕 中間評価，オンライン，

2021.10.28. 
 
 (4)その他 

1) 関口 敦：令和 3 年度第 1 回全国摂食障害対策連絡協議会．令和 2 年度精神保健対策費補助

金「摂食障害治療支援センター設置運営事業」，オンライン，2021.7.30. 
2) 関口 敦：令和 3 年度第 2 回全国摂食障害対策連絡協議会．令和 2 年度精神保健対策費補助

金「摂食障害治療支援センター設置運営事業」，オンライン，2022.2.18. 
 
Ｃ. 講演 

 
Ｄ．学会活動 

(1) 学会主催 

 
(2) 学会役員 

1) 金 吉晴：日本トラウマティック・ストレス学会 理事 
2) 金 吉晴：自殺予防学会 理事 
3) 金 吉晴：日本不安症学会 評議員 
4) 堀 弘明：日本生物学的精神医学会 評議員 
5) 関口 敦：日本心身医学会 代議員，幹事 
6) 関口 敦：日本摂食障害学会 評議員，学術交流委員会 

 
(3) 座長 

1) Kim Y: Symposium 16- Pandemic, trauma and mental health: Humanities and social 
science perspectives. The 19th International Congress of the Pacific Rim College of 
Psychiatrists (PRCP 2021), Seoul, On-line, 2021.4.8-10. 

2) 金 吉晴：一般演題 B 会場．D＆I 科学研究会第 6 回学術集会，オンライン，2021.7.3. 
3) 金 吉晴，喜田 聡：シンポジウム 19，PTSD 病態の理解と新規治療方法の開発．第 43 回日本

生物学的精神医学会／第 51 回日本神経精神薬理学会合同年会，京都（オンライン），2021.7.14-
16. 

4) 喜田 聡，金 吉晴：シンポジウム S-12， PTSD の生物学的理解と治療開発．第 20 回日本トラ

ウマティック・ストレス学会，オンライン，2021.7.17-31. 
5) 堀 弘明, 近藤 誠：シンポジウム 8，うつ病の解明と新規治療標的の探索～基礎と臨床の双方

向アプローチ～．第 43 回日本生物学的精神医学会／第 51 回日本神経精神薬理学会合同年会，

京都（オンライン），2021.7.14-16. 
6) 関口 敦，神原憲治：シンポジウム 8，心身医学におけるニューロサイエンスとナウ受容感覚シ

ステム．第 62 回日本心身医学会総会ならびに学術講演会，香川，2021.7.10-11. 
7) 関口 敦，守口善也：シンポジウム 2，心療内科における脳機能画像研究の最前線～本邦におけ

る摂食障害多施設共同研究を中心に．第 25 回心療内科学会学術大会，仙台（オンライン），



2021.10.23-24. 
8) 関口 敦，波夛伴和：一般演題 3．臨床・身体的．第 24 回日本摂食障害学会学術集会，大阪（オ

ンライン），2021.10.30-31. 
 
(4) 学会誌編集委員等 

1) Kim Y: Cognitive Neuropsychiatry, editorial board member 
2) 金 吉晴：日本トラウマティック・ストレス学会 編集委員長 
3) Hori H: Frontiers in Psychiatry, review editor 

 
E. 研修 
(1) 研修企画 

1) 関口 敦，井野敬子，小原千郷，船場美佐子：第 18 回摂食障害治療研修．オンライン，

2021.6.9-11. 
2) 関口 敦，井野敬子，船場美佐子：摂食障害支援拠点病院設置準備研修会．令和 3 年度摂食

障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2021.11.3. 
3) 関口 敦，井野敬子，小原千郷，船場美佐子：摂食障害治療研修～初心者が知っておくべき

外来治療～．令和 3 年度摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2021.12.5.
／2022.2.27. 

4) 佐藤康弘，井野敬子，小原千郷，関口 敦：摂食障害治療支援コーディネーター研修会．令

和 3 年度摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2022.2.21. 
5) 関口 敦，井野敬子，船場美佐子：摂食障がいへの治療支援に関する研修会．令和 3 年度摂

食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2022.3.25. 
 
(2) 研修会講師 

1) 金 吉晴：PTSD の病態と治療．東京大学医学部附属病院精神神経科における PTSD・PE
講演，オンライン，2021.6.28. 

2) 金 吉晴：予防的観点からの心のケア．令和３年度こころの健康づくり対策事業「心のケア

相談研修（オンライン）」，オンライン，2021.10.28／2021.11.16. 
3) 金 吉晴：CPTSD の病態理解，診断，心理療法．複雑性 PTSD に対する心理療法を学ぶ．

オンライン，2021.12.3. 
4) 金 吉晴，丹羽まどか：Narative therapy の治療内容 1, 2．複雑性 PTSD に対する心理療

法を学ぶ，オンライン，2021.12.3／2021.12.10. 
5) 金 吉晴：STAIR の臨床への応用．複雑性 PTSD に対する心理療法を学ぶ，オンライン，

2021.12.10. 
6) 金 吉晴，丹羽まどか，大滝涼子：全体の振り返り，質疑応答．複雑性 PTSD に対する心

理療法を学ぶ，オンライン，2021.12.10. 
7) 金 吉晴：コロナ禍の医療者トラウマケア．CareNet.TV. メディバンクス ナースの星 WEB

セミナー，オンライン，2022.2.9-22. 
8) 金 吉晴：PTSD の持続エクスポージャー療法．2021 年度 PTSD の持続エクスポージャー

療法研修，オンライン，2022.3.3. 
9) 井野敬子，伊藤正哉，金吉晴：PTSD の心理療法各論 2．令和 3 年度 PTSD 対策専門研修 B.

専門コース 2，オンライン，2021.12.16-17. 
10) 井野敬子，伊藤正哉，金吉晴：PTSD の心理療法各論 2．令和 3 年度 PTSD 対策専門研修 B.

専門コース 2，オンライン，2022.1.13-14. 
11) 丹羽まどか，金 吉晴：複雑性 PTSD．令和 3 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 1，

オンライン，2021.12.16-17. 



12) 丹羽まどか，金 吉晴：複雑性 PTSD．令和 3 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 2，
オンライン，2022.1.13-14. 

13) 堀 弘明：PTSD の神経科学と薬物療法．令和 3 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース

1，オンライン，2021.12.16-17. 
14) 堀 弘明：PTSD の神経科学と薬物療法．令和 3 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース

2，オンライン，2022.1.13-14. 
15) 関口 敦：摂食障害治療支援センター設置運営事業について．摂食障がいへの治療支援に関

する研修会，オンライン，2022.3.25. 
16) 井野敬子：PTSD の治療．令和 3 年度 PTSD 対策専門研修 A.通常コース 1，オンライン，

2021.10.29. 
17) 井野敬子：PTSD の治療．令和 3 年度 PTSD 対策専門研修 A.通常コース 2，オンライン，

2021.11.19. 
18) 丹羽まどか：STAIR 段階の治療内容：対人関係 1, 2．複雑性 PTSD に対する心理療法を学

ぶ，オンライン，2021.12.3. 
19) 丹羽まどか：STAIR Narrative Therapy の症例提示．複雑性 PTSD に対する心理療法を

学ぶ，オンライン，2021.12.10. 
20) 大滝涼子：STAIR 段階の治療内容：感情調整．複雑性 PTSD に対する心理療法を学ぶ，オ

ンライン，2021.12.10. 
21) 大滝涼子：災害時のメンタルヘルスケア～PFA（サイコロジカル・ファーストエイド：心

理的応急処置）を学ぶ．令和 3 年度精神保健福祉専門講座（災害時メンタルヘルスケア

［PFA］研修会），オンライン，2022.1.7. 
 
Ｆ．その他 

1) 金 吉晴，本橋 豊：対談 コロナ禍の自殺問題 今こそ，医療者に求められる視点とは．週

刊医学会新聞 3415，2021.4.5. 
2) 金 吉晴：コロナトラウマ，あなたは今大丈夫ですか？！．韓国 obsW テレビ，2021.11. 
3) 金 吉晴，堀 弘明：メマンチンによる PTSD 治療の有効性．ケアネット，2021.5.4. 
4) 堀 弘明，袴田優子：小児期の被虐待体験，成人後の IL-6 濃度日内変動の平坦化に関連の

可能性－NCNP ほか．QLifePro，2022.3.3. 
5) 堀 弘明，袴田優子：小児期の虐待体験が免疫システムに関連することを発見 ～概日リズ

ム平坦化がその鍵を握る可能性～|日本の研究.com．アンドラ，2022.3.7. 
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